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1. 和平合意モニュメントの解体（1月 4日付主要各紙）  

（1）1月 3日、当国公共事業省（MOP）は、セレン前政権時（ファラブンド・マルティ民族解放戦

線（FMLN））の 2017 年に、当国内戦（1980 年-1992 年）後の和平合意 25 周年を記念して設置され

た和平合意モニュメントを解体した。 

（2）ブケレ大統領は同日、自身の公式 SNS「X」にて、「2017 年に FMLN によって建てられた『和

平合意のモニュメント』と思しき銅像は解体された。この銅像は、美的センスの酷さに加えて、

それぞれが分け前を取るために我が国の殺人者の間で結ばれた合意を称賛するものである。跡地

には、エルサルバドルの家族が楽しめるよう公共スペースを建設する予定、怪物を解体すること

が真なる芸術である」と発信した。 

（3）アルゲダ国会議員（FMLN）は公式 SNS「X」にて、「彼らは道路や学校の整備を待ち望んでい

るコミュニティのためとなる仕事はできず、彼らは自身の利益のために、憎しみと分断のある国

にしようと企んでいる、モニュメントは解体できたとしても、歴史を消すことはできない」と発

信した。 

 

2. 2024 年エルサルバドル大統領・国会議員選挙の世論調査結果（フランシスコ・ガビディア大

学） 

1 月 15 日、当地フランシスコ・ガビディア大学は、2024 年エルサルバドル大統領・国会議員選

挙に係る世論調査（1月 3日から 8日にかけて実施）の結果を発表。調査のなかで、大統領候補に

最もふさわしい人物について、ブケレ候補（現職）84.1%、フローレス候補（FMLN）3.6%、ムリー

ジョ候補（エルサルバドル愛国友愛党：FPS）1.6%、パラダ候補（Nuestro Tiempo）1.4%、サンチ

ェス候補（国民共和同盟：ARENA）1.3%となった。 

 

3. エルサルバドル大統領・国会議員選挙の各機関の世論調査結果 

（1）大統領選挙で投票予定の政党/候補者（上位 3政党/候補者） 

ア Fundaungo（注：当地シンクタンク） 

（ア）NI：56% 

（イ）FMLN：3.3% 

（ウ）ARENA：2.1% 

イ CID Gallup社（注：世論調査会社） 

（ア）ブケレ候補（NI）：79% 

（イ）サンチェス候補（ARENA）：4% 

（ウ）フローレス候補（FMLN）：4% 

ウ ホセ・シメオン・カニャス中米大学（UCA） 

（ア）NI：68.7% 

（イ）FMLN：2.3% 

（ウ）ARENA：1.5% 

（2）国会議員選挙で投票予定の政党（上位 3政党） 

ア Fundaungo 

（ア）NI：43% 

内政 



（イ）ARENA：3.4% 

（ウ）FMLN：3.1% 

イ CID Gallup 

（ア）NI：60% 

（イ）ARENA：5% 

（ウ）GANA：4% 

（3）どの政党が国会議員選挙で多くの議席数を得るか（上位 3政党） 

ア UCA 

（ア）NI：73.9% 

（イ）GANA：1.9% 

（ウ）ARENA：1.5% 

（4）エルサルバドルが進んでいる方向 

ア Fundaungo 

（ア）とても正しい方向：27.3% 

（イ）正しい方向：60.3% 

（ウ）変わらない：3.5% 

（エ）悪い方向：5.8% 

（オ）とても悪い方向：2.9% 

（カ）無回答：0.2% 

イ CID Gallup 

（ア）正しい方向：87% 

（イ）悪い方向：13% 

(5)エルサルバドルが直面している問題（上位 3つ） 

ア Fundaungo 

（ア）経済：69.9% 

（イ）何もない：9.0% 

（ウ）治安：4.4% 

イ UCA 

（ア）経済：27.1% 

（イ）失業：13.8% 

（ウ）何もない：12% 

 

 

 

 

 

1. エルサルバドル政府による能登半島地震犠牲者に対する哀悼の意の表明（外務省プレスリリー

ス） 

1月 1日、エルサルバドル政府は、同日に日本で発生した令和 6年能登半島地震の犠牲者に対し

て以下のとおり哀悼の意を表明した。 

（1）エルサルバドル政府は、外務省を通じて、犠牲者、被害者、並びに物的被害をもたらした 1

月 1日に発生した石川県能登半島地震に関し、日本国民に深い哀悼の意と連帯を表明する。 

（2）エルサルバドル政府は、被害に遭われた方々の早期回復を心から願いとともに、能登半島地

震による犠牲者の御家族に心からお悔やみ申し上げる。 

 

2.SICA 事務局による能登半島地震犠牲者に対する哀悼の意の表明（SICAプレスリリース） 

 1 月 1 日、SICA 事務局は、同日に発生した令和 6 年能登半島地震の犠牲者に対して以下のとお

り哀悼の意を表明した。 

 SICA 事務局は、痛ましい犠牲者が出ている石川県のマグニチュード 7.6 を記録した地震におい

外交 



て、日本国民に連帯を表明する。我々は早期復興を心から願っている。 

 

3. GPE（教育のためのグローバルパートナーシップ）事務局からの無償資金協力（1 月 24 日付デ

ィアリオ・エルサルバドル紙） 

 エルサルバドル訪問中のラウラ・フリジェンティ GPE 事務局長は、大統領夫人室を訪問し、ブ

ケレ政権の幼児教育政策を評価しつつ、大統領夫人室に対する無償資金協力（1,500 万ドル）の

実施を発表。 

 

4． 国立エルサルバドル大学とロシア・サウスウェスト州立大学との宇宙科学に関する協力（1

月 30 日付ディアリオ・エルサルバドル紙） 

国立エルサルバドル大学(UES)は、(2021 年９月に学術協力協定を締結した)ロシア・サウスウ

ェスト州立大学（UESOR）と共に、宇宙科学及び原子力エネルギーにフォーカスしたプログラムを

開講する準備を進めており、近く在エルサルバドル・ロシア大使館からの支援も得つつ合意が形

成される予定。現在、UESは UESORとプログラム形成に係るメカニズム等を決めている段階にある

とし、エルサルバドル人学生ないし研究者が宇宙科学や宇宙工学といった分野において最先端国

家であるロシアへ渡り、当該分野にかかる教育を受けることを簡易化させる目的で二国間での学

生交流の枠組みを設けることも議論された。 

 

 

 

 

 

１．ニューヨーク・タイムズ紙が選ぶ 2024 年に訪れるべき 53 か所の発表（1 月 10 日付エル・ム

ンド紙） 

 米「ニューヨーク・タイムズ」紙は、2024年に訪れるべき 53か所を発表し、エルサルバドルが

33番目に選出された。また、中米ではエルサルバドルが 1番目に選出され、コスタリカが 46番目

でそれに次いだ。 

 

2. 第 7 回中国通商展示会の開幕（1月 10日付ディアリオ・エルサルバドル紙） 

 1 月 9 日、中国国際貿易促進委員会（CCPIT）及び中国国際商工会議所（CCOI）は、エルサルバ

ドルにおいて第 7回中国通商展示会開幕式を開催した。中国からは、Zhang駐エルサルバドル中国

大使をはじめ、Luo・CCOI 展示・イベント局次長、Yao 中国外交部経済・商務参事官が出席し、エ

ルサルバドル政府からは、カタン大統領府通商・外国投資長官のほか、アエム経済大臣が出席し

た。 

 

3. 2024 年経済成長率の発表（世銀レポート） 

1月 9日、世銀は報告書「世界経済見通し（GEP）」の最新版において、ラテンアメリカ・カリブ

海地域及び当国の経済成長率の見通しについて発表したところ、エルサルバドルの経済成長率の

見通しは 2.3%（2024年）及び 2.3%（2025年）となった。 

経済 


